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抄 録

BeitragezurKlinikderTuberkulose,Bd.77,H.4/5,1931.

結 核 症 病 期 ル新 分 類 二關 ス ルー 提 議 、 局 所

過 敏 性 現象 トシ テ ル結 核 性 「ア レル ギ ー」月

解 縄

W.Riehn(Wtirzburg):EinVorschlagzur

NeueinteilungderTuberkulose-stadien.Die

Erk15rungdertuberkul6senAllergieals

lokalanaphylaktischeErscheinung.

著 者 ノ・眼 科 盤 ニ シテ、Wessely氏 現 象 ニ 出蛮 シ、 結

核 症 ニ於 ケ ルレ諸 現 象 ヲ 抗 原 抗 膿 反 磨 ニ ヨ リテ 解 繹 セ

ム ト試 ミタ ルレモ ノナ リ｡先 ヅ眼 結 核 症 ヲ、 第 一 期 、第

一i欠接 種 結 核 症(PrimtireInokulationstuberkulose)第

二 期、 播 種 性 結 核 性 蜘 蛛 膜 炎｡第 三 期 、粟 粒 結 核症 二

件 ノ・ルレ・結 核 性 蜘 蛛 膜 炎 ニ分 類 シ、 第 一 期 ル・過 敏 性

角 膜 炎 ノ蔓延 型(Ausbreitungsform)ニ シテ、 抗 原 ヲ

直 接 移入 ス ルレコ トニ ヨ リテ 局 所 ニ 惹 起 サ レタ ルレ反 慮

ナ リ｡第 二 期 ノ・過 敏 性 蜘 蛛 膜 炎 叉 ハ 葡 萄 膜 炎 ノ 蔓 延

型 ニ シテ、 孤 立 的 ニ臓 器 ニ 結 合 セ ラ レタ ルレ過 敏 性 葡

萄 膜 炎 ナ リ｡選 揮 性 感 作(ElektiveSeusibilisierung)

トモ 云 ヒ得 可 シ｡第 三 期 ノ・抗 原 ノ濃 溢(Antigen-tiber・

schwemmung)ニ 件 ノ・レタ ルレ炎 症 ナ リ｡而 ・yテ第 二期

ヲA及Bノ ニ 種 ニ分 チ、A｡播 種 性結 核 性 蜘 蛛 膜 炎

ニ シテ良 性 ナ リ｡血 行 性 副(para・)結 核 性 現象 ニ シテ、

菌 ノ・血 液 内 ノ抗 盤 ニ ヨ リテ 傷 メ ラ レ 居 ルレモ ノ ト解 セ

ラ ルレ｡B｡小 見期 ニ於 ケ ル 聚塊 状 葡 萄 膜 結 核 ニ シテ、

活 働 性 臓 器 結 核 症 ナ リ｡

以 上 ノ眼 結 核 症 ノ分 類 ニ準 ジテ、 結 核 症 ノ 全 部 ヲ三

期 ニ分 類 セ リ｡此 分 類 法 ・・結 核 症 ノ蔓 延 ハ局所 過敏

性 現 象 ノ夫 レ ト大 盟 ニ於 テ 虹 行 ス トノ考 ヘ ヲ基礎 ト

シ、 病 症 現 在 ノ 瞬 時 的 免 疫 状 態 ヲ ノ ミ顧 慮 ス｡即 チ

第 一期 ノ・初 期 攣 化 群 ニ シテ、 初 感 染 ニ ヨ リテ 惹 起 サ

レタ ルレ局 所 的(A)初 感 原 登 竈 ト、(B)局 所 淋 巴腺 竈

トヨ リ成 ルレ｡第 二 期 ノ・其 他 ノ 結 核 症 ノ大 部 分 ヲ 包 含

セ ルレモ ノ ニ シ テ、 臓 器結 核 症 ノ・全部 之 ニ入 リ、 「ブ リ

ク テ ー ン」、 皮 虜 「ツ ベ ルレク リー デ 」ノ如 キ濁 立 セ ルレ結

核 症 ヲ形 成 セ ザ ルレ(A類)ト 、骨 、 腎、 肺 等 ノ結 核 症 、

皮 膚 狼 瘡 等 ノ(B類)ト ニ分 ツ｡第 三 期 ノ・多類 ノ臓 器

二 同時 ニ起 ルレモ ノ ニ シテ、 郎 チ、 粟 粒 結 核 症 ナ リ｡

第 一 次 後 ノ病 症 ノ・盟 外 性 、 膿 内性(輔 移)共 ニ 在 ルレモ

ノ トセ リ｡

著 者 ノ・叉 「ツ ベ ルレク リ ン」 ヲ以 テ 特 殊 性 結 核 症 抗 原 ナ

リ ト認 メ、結 核症 ノ 髄 内 ニ テ ノ・、 之 レ ガ"特 殊 的 ニ作

用 ス ルレ形 態 ニ攣 形 サ レテ 始 メ テ 作 用 ス ルレモ ノ ト解 繹

セ リ｡而 シ テ 盟 内 ニ テ 産 出、 攣 形 サ レク ルレモ ノ ヲ

Auto-tuberkulinト 命 名 シ、此 ノモ ノノ・細 胞 ヲ傷 害 シ、

稀 盟 ヲ結 合 ス ルレ抗 原 ナ リ(Anaphylaktogen)｡「 ツ ベ ルレ

ク リ ン」反 磨 陽性 トナ ルレ條 件 ハ感 染 ト特 殊 抗 盤 トノ存

在 ヲ必 要 ト シ、 陰 性 ナ ルレ要 約 ノ・、 未 感 染 者 ノ「ア子 ルレ

ギ ー」｡瀕 死 者 ノ 「ア 子 ルレギー」、 帥 チ 活 性 附 與物 質

(菌)ル ・存 在 ス ルレモ、 特 殊 抗 盟 ナ キ 状 態 、 及 ビ被 働 免

疫}伏態 及 ビ完 全 治 癒(positiveAnergie)、 即 チ 特 殊 抗

盟 存 在 セ ルレモ、 活 性 附與 物 質 存 在 セ ザ ルレ}伏態 、是 等

三 種 ヲ分 テ リ｡(岡 抄)

結 核 症 卜髄 質 卜

J.Vald6sLambea(Madrid):Tuberkulose

undKonstitution.

或 ルレ家 族 内 ニ類 似 ノ結 核病 症 ノ登 生、 経 過 ノ 現 ノ・ルレ

ルレ事 實 ニ注 目 シ、 共 手 記 ヲi集 メ タルレモ ノナ リ｡著 者

ノ・盤 格 ヲ肥 澗 ト 削 痩 トノニ 種 ニ分 テ リ｡煩 項 ナ ルレ禮

質 型 分 類 ガ 臨 肱 家 ニ適 セ ザ ルレガ爲 メ ナ リ｡著 者 ノ記

載 セ ルレ例 ノ・神 経 質 、 循 環 系 統 障 碍 、 膿 質性 低 血 塵症 、

肝 機 能 不 全 、 骨 儲 細 弱 ト漿 膜 炎 ト ノ合 併 、 淋 巴 性 ト

「ス ク ロ フ ロー ゼ」 ト漿 膜 炎 トノ 合 併 等 ナ リ
｡特 殊 ナ

ルレ分 類 等 ノ試 ミノ・ナ シ｡(岡 抄)

肺 牧 縮 機 能 ノ研 究 二關 ス ル ニ三 ノ新 知 見 補 邊

AldoLuisada(Padua):EinigeneueBeit・

ragezumStudiumdercontraktilenFunk・

tionder'L㎜ge.

著 者 ガ曇 ニBeitr.KLTb.,Bd.73,S.657(1930)ニ 號

表vル レ論 文(DieLungealskontraktilesOrgan・ 結 核

第 八 巻 第 十 號 抄 録)F績 イ テ成 セ ルレ研 究 ニ シテ、 著 巻
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ガ"Elektro・Bronchogrammト 命 名 セ ルレ鏡 電 流 計 ニ ヨ

リテ得 タ ルレ、Aktionsstromノ 光 邊 曲 線 ノ解 繹 ナ リ｡

動 物(家 兎 及 ビ犬)ト 人 間 トノニ 部 ニ分 タルレ｡

動 物 ハ氣 管切 開 ヲ 行 ヒテ極 ヲ送 入 ス｡横 隔 膜 神 経 ノ

機 能 調 査 ニ ノ・Pneumo-tachogrammヲ 併 用 セ リ｡鼻

咽 喉 肺 反 磨、Histamin及Acethylchohnノ 作 用 、

Adrenalin(大 量)ノ 作 用 、 人 工 氣 胸 ノ影 響 等 ヲ検 査 セ

リ｡人 間 ニ就 テ ノ・咽 喉 部 ノ麻 酔 ヲ 好 マ レザ ルレ爲 メ

5-40歳 ノ数 人 ニ就 テ20同 行 ヘ ルレニ 過 ギ ズ ト云 フ｡

(岡 抄)

早 期浸 潤 ル鑑 別 診 断 及 人 工 氣 胸 ヲ以 テ セ ル

化 膿 性 肺 病 竈 ル治 療 問題 二關 ス ル知 見補 邊

Busch(Mainz):BeitragzurDifferentiald-

iagnosedesFrtihinfiltratesundzurFrage

derBehandlungeitrigerLungenherdemit

kUnstlichenPneumothorax.

一 例 報 告 ナ リ
｡商 人(年 齢 記 載 ナ シ)｡足 背 ニ 化膿 性

炎 症 ヲ起 シテニ 週 間 後 、 右 肺 上葉 ニ化 膿 性 炎 症 ヲ 來

シ、 空 洞 形 成 ヲ 起 セ ルレモ ノニ人 工 的 氣 胸 ヲ行 ヒ、 ニ

ケ 月 後 全 ク治癒 セ ルレ例 ナ リ｡

特 獲 性 氣胸 ノ原 因 ト シテ ル肺 内 限 局 性 氣 腫

形 成

H.Siems(Halled.Saale):Umschriebene

Blasenb正ldungeninderLungealsUrsache

vonSpontanpneumothorax.

3例 ノ臨 林 的 「レ」線 所 見 報 告 ニ シテ、 何 レモ 無 事 治

癒 セ リ｡何 レニ モ結 核 竈 ヲ 誰 明 シ得 ズ｡特 登 性 氣 胸

ノ原 因 トシテ、 氣 腫 形 成 ト励 膜 癒 著(限 局 性)ト ノ合

併 ヲ鵬 ク㌔(岡 抄)

高 度 ナ ル心臓 偏 位 ヲ來 セ ル小 見期 二於 ケ

ル 片側 性 肺 牧 縮

KurtNassel(Waldesheim,LVA.Rheinpro-

vinz):EinseitigeLungenschmmpfungen

imKindesaltermithochgradigerHerzver1・

agerung・

4267人 ノ小 見槍 査 ニ於 テ、 標 題 ノ 如 キ例20(0.4%)

ヲ得 タ リ(♂0・5%、 ♀0・3%)｡年 少 ナ ルレノ・3歳1例 、

4歳2例 ニ シテ、13乃 至15歳 ニ最 多 ク10例 ヲ数 フ｡

原 因病 症 ノ・肋 膜 炎(4例)、 肺 及 ビ肋 膜 炎(4例)、 肺

炎(5例)、 結 核 症(6例)、 不 明1例 ナ リ｡原 因症 福

患 後 ノ年 数 ノ・、 牛年3、1-2年4、3-5年6、7一10

年4、14年1、 不 明2例 ナ リ｡作 業 障 碍 ナ キ モ ノ
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5、 稽 く障 碍 アルレモ ノ4、 作 業 不 能5、 死4例 ナ リ｡

(岡 抄)

結 核 感 染 ノ化 學 的 療 法 ニ ヨッ テ惹 キ起

サ レタ ル生 物 髄 液 反 懸 二就 テ

GianfrancoCapuani(Milano):Uberdie

durchdieChemotherapiederTuberkulose-

infektionverursachtenbiohumoralenReak・

tlonen.

化 學 療 法 刺 ト シテSanocrysin(Allocrysin・Lumi前e

金 製 齊の ヲ用 ヒ、 総 数300例 ノ結 核 症 患 者 ニ治 療 ヲ行

ヒ、 其 間血 液 性 状 ノ攣 動 ヲ襯 察 セ リ｡

血 液 性 状 トシ テ ノ・血 球 計 算 、 赤 血 球 沈 降 速 度、(Liガ

zenmeyer法)補 禮 結 合 反 磨 ヲ行 ヒ、 同 時 ニ「ツ ベ ルレク

リン」皮 膚 反 晦(稀 繹 度1/4、1/8、1!16、1132)ヲ 施 行 セ

リ｡血 球 計算 ハ 百 分 率 ヲ以 テ 示 ス 方 法 ノ不 可 ナ ルレヲ

説 キ、 雑封 数(粍 立 方 内 ノ)ヲ 観 察 ス ベ シ トナ セ リ｡

血 球 中Monocytenノ 墾 動 ノ・注 目 ニ偵 ス｡「 サ ノク リ

ジ ン」注 射 ニ ヨ リテ 著 シク減 少 ス｡赤 血 球 沈 降 速 度 ノ

墾 動 甚 多 シ｡敷 ア リテ 治 癒 ニ 向 フ ガ 如 キ例 ニ於 テノ・

抗 盟 ノ 減 少 著 シキ ニ反 シテ、 「ツ ベ ルレク リ ン」反 磨 ハ

著 シク塘 強 ス｡

著 者 ノ・以 上 ノ成 績 ニ ヨ リ、

健 常 人 ニ ノ・Sanocrysinノ ・、 其 網 状 内被 細 胞織 系 統

(RES)ニ 何 等 ノ 影 響 ヲ及 サ ザ ルレモ、 結 核 症 ニ於 テ・・

其 輕 重 ニ ヨ リテ影 響 ヲ異 ニ ス｡少 量注 射(一 盟 数選)

ノ・輕 症 ニ テ ノ・RESヲ 刺 戟 ス ルレニ、 重 症 ニテ ノ・之 ヲ

麻 癖 ス(paralysieren)｡大 量(1cgProKilogr)ナ,レ 時

ノ・毎 常 麻 癖 ス.平 均 一 及 ビニ 期 結 核 症 ニ テ ノ・5cg

procorporeニ テ麻 癖 ヲ來 シ、 重 症 ニテ ノ・1cgPro

Kilogrニ テ完 全 ナ ルレAnergieヲ 起 ス｡此 量 的 及 ピ

病 理學 的交 渉 ノ・肺 外 病 竈 ノ場 合 ニ ノ・適 合 セ ズ｡

之 ヲ要 ス ルレニSanocrysin療 法 ノ・Anergieノ 状 態 ヲ

齎 ス モ ノニ シテ.刺 戟療 法 剤 ニ非 ズ ト結 語 セ リ｡

(岡 抄)

結 核症 ノ病 因 論 及治 療 二劃 ス ル新 考 察

G.CapuaniIMilano):NeueGedanken

UberdiePathogeロeseundBehandlung

derTuberkulOse.

前 掲論 文 ノ所 見 ヲ 基 礎 トシテ、 結 核症 ノ病 因 論 ト其

治 癒 機 輔 トニー 新 考 察 ヲ下 セ ルレモ ノ ナ リ｡

Sanocrysin第1同 量10cgヲ 注 射 ス ルレニ 軍 核 細 胞 減

少 シ、 赤 血 球 沈 降 速 度 堆 加 シ、 之 レニ次 デ 抗 盟 及 ピ
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皮 内Reagine(「 ツ ベ ルレク リy」 反 慮)清 失 ス｡此 者 ガ"

治 癒 ニ向 フ トキ ノ・、 軍 核 細 胞 数 正 常 ニ 復 蹄 シ、 赤血

球 沈 降 速 度 及 ビ 「ツ ベ ルレク リ ン」反 慮 モ 亦 正常 ニ復 ス

ルレ ニ 拘 ラ ズ、 抗 膿 ノ ミ・・清 失 セ リ｡而 シテ 著 者 ノ

経 験 ニ ヨ レバ 、 「サ ノク リジ ン」注 射 ニ際 シ、 輩 核 細

胞 及 ビ抗禮 ガ"速 カ ニ清 失 セ ルレモ ノ ・ ミ治 癒 セ リ｡即

チRESニ 麻 癖 ヲ來 ス場 合 ニ ノ・治 療 的 数 果 良 好 ナ リ｡

之 レニ反 セ ルレモ ノノ・外 見 上或 ノ・一時 的 ニ 輕 快 セ ルレニ

過 ギ ズ｡

此 成績 ヲ考査 ス ルレニ當 リ、 著 者 ノ・從 來 結 核 症 ニ 封 ス

ルレ防 禦 作用 ハRESが ナ シ、 其 機 能 ノ 昂 マ ノレコ トニ

ヨ リテ、 之 ヲ防 グ トノ 考 ヘ ヲ 疑 フ ニ至 リ、結 果 ヨ リ

反 噺 ス ルレニ、 寧 ロRESノ 機 能 低 下 セ ルレ場 合 ニ反 ツ

テ結 核症 治癒 ス｡

著 者 ・・從 來 文 献 ニ 現 ノ・レタ ルレ多様 ナルレ結 核 性組 織 ニ

於 ケ ルレ生 物 學 的拉 ビニ 組 織 學 的事 象 ヲ 比 較 、 綜 合 考

按 シテ、 次 ノ如 キ結 論 ニ達 セ リ｡

結 核 菌 ノ・組 織 細胞 ガ 何 等反 庶 セ ズ シテ之 レヲ放 置 ス

ルレトキ ノ・膣 内 ニ於 テ 無 害 ナ ルレモ ノ ナ リ｡細 胞 が之 レ

ヲ喰 セ ルレ結 果 、 喰 細 胞 ハ 乾 酪 肇性 ニ昭 リ、 拉 ニ結 核

症 ヲ形 成 ス ルレニ至 ルレ｡故 ニ細 胞 ヲ シテ 喰 セ シメ ザ ラ

バ、 即 チRESノ 機 能 ヲ 停 止 セ シメ 得 バ結 核 症 ヲ起

ス コ トナ ク、 叉 結 核 症 ヲ治 癒 セ シメ得 可 シ ト｡

(岡 抄)

肺 及 ビ骨 結 核 症 ルSauerbruch及 ビHerr・

mannsd・rfer氏 無 食 臨 食 餌療 法 業 績

W.Curschmann(alm〔rieden):Ergebnisse

salzloserDiatbehandlungnachSauerbruch

undHeTrmannsdorferbeiLungen・undKno・

chentuberkulose.

圭 トシテHerrmannsdorferノ 施 方 ニ慷 ルレ食 餌 ヲ用 ヒ

タ ルレモ ノニ シテ 例 藪23、 良 好 ナ リシ モ ノ1例｡食 慾

不 振 トナ レルレモ ノ5例 、4例 ・・人 工氣 胸 側 ノ・著 ジク

輕 快 セ ルレモ他 側 ノ・増 悪 セ リ｡明 力_塘 悪 セ ルレモ ノ2

例 、 其1例 ノ・死 亡 セ リ｡人 工 氣 胸 ノ滲 出 液 ノ 出 現 ヲ

阻 止 セ ズ｡要 ス ルレニ此 食 餌 療 法 が 他 ノ療 法 ニ勝 レ タ

ルレ鮎 ヲ見 出 シ得 ズ ト決 論 セ リ｡(岡 抄)

墨 童 及 ビ成人 二於 ケ ル肺 結 核 症 ノ「カ ル ビオ

ン」療 法

H・FechterundH・Schmitz(Aprath):Vber

CarbionbehandllungderLungentuberkulose

im,SchulalterundbeiErwdchsenen.
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Wedekindカ'1928年 炭 素 浮 游液(Incarbon)ヲ 天 竺 鼠1

ノ 静 脈 内;注 射 セ ルレモ ノ ヲ後 ニMerck會 社 ニ テ

Carbionト 和}シ テ登 費 セ ルレモ ノ ナ リ｡

學 童(H.Fechter)・ ・開性 空洞 性 肺 結 核症17例 、 閉 性

良 性18例 ニ行 ヒタ リ｡其 結 果 空洞 性 ニハ何 等 ノ敷 ナ

カ リキ｡

成 人(H.Schmitz)43例 ヲ15ケ 月治 療 セ リ｡年 齢30歳

以 下 ナ リ｡Kaverneノ 大 ナ ルレモ ノノ・除 外 セ リ｡全 均

及 ピ局 所 反慮 強 キ が故 ニ、 用 フルレ トセバ1/2-1cqノ

少 量 ヨ リ,始ム ルレヲ要 ス｡成 績 ノ・他 ノ非 特 異 性 刺 戟療

法 ニ何 等 優 レルレモ ノナ シ｡(岡 抄)

結 核 症 ルー 治 療 剤 「タナ トフチ ヂ ン」

L.Danin,LeimenstollundKohler(Freibur-

g.i.Br.):Thanatophthisin,einMittelzur

BehandlungderTuberkulose.

本 剤 ノ6年 間 ニ亙 ルレ大 小 動 物 實 験 ノ 報 告 ナ リ｡小 動

物 トシテ天 竺 鼠 ヲ420頭 用 ヒ、 之 ヲ七 群 ニ別 チ、Th・

1.治 療 群 、Th.II.治 療 群 、 正 常 馬 血 清 加0・5%石 炭

酸 注 射 群 、 正 常 山羊 血 清 加0.5%石 炭 酸 注 射 群 、

Albumin注 射 群 、 「ツ ベ ルレク リ ン」注 射 群 及 ビ封 照 ト

セ リ(各 群20頭)｡初 メ0.05ac・ ヲ 注 射 シ、 反 鷹(獲

熱 、 禮 重 減 少)去 レルレ後 、 次 ギ ノ注 射 ヲ行 フ｡通 常12

日間 隔 ニ テ4-5同 注 射 シ、 反 鷹 輕 キ時 ノ・毎 同0.05

乃 至0.1cα 培 量 セ リ｡接 種 菌 量 ・・人 型 菌3.0;0.3;

0.03;0.01mgノ 四種 トセ リ｡通 覧 ス ルレニー 般 ニ封

照 トTh治 療 群 ヲ除 テ ハ 生 存 日籔 反 テ短 縮 セ リ｡菌

量0.03-3.Omg間 ニ テ ノ・Th.群 ・生 存 日数 特 ニ長 シ

ト云 ヒ 難 ク、0.01mgノ 場 合 ニTh.II.群 比較 的 長

シ｡臨 腺 的 ニ ノ・Th.群 ノ 潰 瘍 治 癒 ハ速 カ ニ シテ、 剖

検 ニ ヨルレニ結 締 識 培加 多 シ｡大 動 物 ニ ノ・牛 ヲ用 ヒ、結

核 牛98頭 ヲ使 用 セ リ｡3年 間 ノ観 察 ニ テ臨 沐 的 ニ治

癒 セ ルレモ ノ15、 輕 快 セ ルレモ ノ49、 同標 ナ ルレ}伏況 ニ止

ルレモ ノ21、 甦 死13頭 ナ リ｡其 間 封 照 動 物 ノ91.9%

ノ・場 悪 セ リ｡

因 ミニ、Thanatophthisinナ ルレモ ノノ・自 然 感 染 結 核 竈

ノ乾 酪様 物 質 ヲ滅 菌 シ、 之 ヲ以 テ 馬 及 ビ 山 羊 ヲ塵 置

シテ得 タルレ血 清 ニ シテ、馬 ヨ リ得 タ ルレヲTh.1.ト シ、

山羊 ヨ リセ ルレヲTh.II.ト 云 フ｡結 核 竈 ノ 乾 酪 化 ヲ

防止 セ ム トス ルレヲ 目的 トナス｡(岡 抄)

二三 ル中性 「サポ ニ ン」二關 ス ル比 較 寅 験 研 究｡

「サポ ニ ン」含 有 怯 炎 剤 ヲ以 テ セ ル 上竈 道 疾患

療 法 問 題 二劃 ス ルー 捕 遺
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G.Creuzberg(Hamburg・Eppendorf):Ver・

gleichendeexperimentelleStudientil)er

einigeneutraleSaponine.EinBeitragzur

FragederTherap正ebeiErkrankungender

oberenI」uftwegedurchsaponinhaltigeEx｡

pektorantien.

Senegin,Quillajasapotoxin,Sarsasaponin.Guajak・

rindensaponin,Aesculussaponin(RoBkastanie)及 ビ

Digitonin(Merck)ノ 六 種 ノSaponinニ 就 テ溶 血 作 用 、

蛙 心 毒 作 用 、 血 球 及 ビ血 中Cholesterinノ 墾 化 ヲ 検

査 セ リ｡

溶 血 作 用 ハSarsaprilla(完 全 溶 血 、 境 界 濃 度 千 倍

稀 繹)、Senega,Guajak,Aesculus,Quillaja(四 萬 倍)、

Digitonin(四 十 萬 倍)ノ 順 序 ニ シ テ 、 蛙 心 毒 作 用 モ大

盟 之 レ ニ 蚊 行 セ リ｡血 球 攣 化 ノ・、 白 血 球 ガ1時 間 後

ニ減 少 シ、%時 間後 著 明 ニ増 加 ス｡其 間 、 多 形 核 白

血 球 ト淋 巴 球 トノ百 分 率 ノ比 ノ・逆 ノ 方 向 ニ壇 減 ス｡

Cholesterinノ ・殆 ド常 ニ増量 ス｡経 口的 ニ與 フ ルレ時 ・・

健 常 腸 粘 膜 ヨ リノ 吸 取 良 好 ナ ラザ ルレ爲 以上 ノ現 象 ハ

緩 徐 ニ現 ノ・ルレ｡(岡 抄)

肺 貫 通 銃 創 、 「ル ー マ」、 肺 壌 疽:公 傷?

(一 鑑 定 例)

F.K6hler(K61n):LungendurchschuB,No・

ma,Lungengangraen:Dienstbesch益digung?

EinBegutachtungsfalH.

1917年 右 肺 ニ貫 通 銃 創 ヲ受 ケ タ ルレ34歳 ノ男 子 ガ、10

年 後1928年 「ノー マ」ニ罹 患 シ、 外 科 的 手 術 ニ ヨ リテ

治 癒 セ ルレモ、 葎 貫 通 銃 創 部 ニ肺 壌 疽 ヲ 來 シ、1年 間

ノ経 過 ノ後 、 磯 膜 炎 ニ テ死 亡 セ リ｡鑑 定 者 ハ 公 傷 ナ

リ ト決 定 セ リ｡(岡 抄)

ZeitschriftfUrTuberkulose,Bd.50,H.2/3,1930.

結 核 性 疾 患 二謝 ス ル無 食 堕 榮 養 ル影 響 、 第

三 報 、 病 歴

AdolfHerrmannsdorfer:Wirkungenkoch・

salzfreierErnEhrungauftuberku16seEr・

krankungen.III.Krankengeschichten.

皮 膚 及 ビ外科 的結 核 ノ本 療 法 ニ ヨルレ治 癒 成 績 ヲ病歴

ト共 ニ多 鍛 ノ 罵 眞 ニ ヨ リテ 登 表 シ テ ヰルレ、 而 シテ病

歴 以 外 ニ ル・著 者 ノ記 述 ノ・全 然 ナ イ｡(佐 々抄)

開 性 肺 結 核 症 ル死 亡 率 、 罹 患 率 酋 二傳 染 源 期 間

H.Braeuning(Stettin):OberdieLeta1itat,

MorbidittitundInfektionsdauerderoffenen

Lungentuberkulose

Stettin市 ノ結 核 症 ノ統 計 ヲ1925-1929ニ 亙 リ逐 年

ノ鍛 字 ヲ表 示 セ リ｡之 二依 レバ大 艦 同 市 ノ・26萬 人 ロ

ヲ有 シ、 年 々開性 肺 結 核 症 新 患320名 附 近 ヲ 出 シ、

開 性 肺 結 核 症 患者 数800乃 至860ノ 間 ニ ア リ｡而 シ

テ全 結 核 死 ハ300附 近 ニyテ 、 此 内肺 結 核 症 死250

附 近 ナ リ｡而 テ肺 結 核 症 死 中 ノ92-96%ノ ・生 前 登 録

サ レタ ルレモ ノニ シテ、 不 明 ナ ルレノ・6%内 外 ニ過 ギ ズ｡

此 鍬 字 ヨ リ算 出 ス ルレニ 同 市 ニ テ ノ・開性 肺 結 核 症 ノ死

亡 率 ノ・70%、 開性 肺 結 核 症 患 者 撒 ノ・同 死 籔 ノ3.5倍 、

全 結 核 症 死 ノ3倍 ナ リ｡而 テ 同 患 者 ノ 傳 染 源 トシテ

ノ期 間 ノ・平 均2年 牛 トナ ルレ｡(岡 抄)

骨 及 ビ關 節 結 核 卜肺 結 核 トノ關 係

RudolfSchaafhausen.(Rheinprovinz):

DieKnochen-undGelenktuberkulosein

ihrerBeziehungzurLungentuberkulose.

本研 究 ノ目的 ノ・骨 及 ビ 關 節結 核 ト 他 臓 器 結 核 特 ニ肺

結 核 トノ關 係 ヲ 明 ラ カ ニ セ ンが タメ デ ア ツ テ、 特 ニ

所 謂Rankeノ 弧 立性 臓 器 結 核 ナ ルレ考 ヘ ガ骨 格 結 核

ニ就 テ ・・、 ドノ鮎 マ デ ニ當 テ ハ メ ウ ルレカ ヲ見 ン トス

ルレニ ア ルレノデ ア ルレ｡著 者 ノ・コ ノ クメ ニ1CO例 骨 及 ビ

關 節 結 核 患者 ニ就 テ詳 細 ナ ルレ調 査 ヲナ シタ モ ノ デ ア

ツ ク、 本 論 文 ニ ノ・其 ノ結 果 ヲ 表 示 シ テ、 簡 軍 ニ夫 レ

ニ設 明 ヲ加 ヘ テ ヰ ルレ、 最後 ニ結 論 トシ テ、「Rankeノ

弧 立性 臓 器結 核 ナ ルレ考 へ、 夫 レヲHuebschmann・ ・

夏 ニ布 延 シ テ弧 立性 系 統 的 臓 器 結 核(isolierteOrgan-

systemtuberkulose)ト 云 ツ テ ヰルレが、=レ ヲ 吾 々 ノ

100例 中94%ニ 於 テ 謹 明 ス ルレコ トガ 出 來 タ｡100例

中24%ノ ミガ骨 結 核 ノ ミデ 他 ニ謹 明 シ エ ラ レルレ肺 結

核 ヲ有 シナ イ、46%デ ノ・肺 ニ初 期 攣 化 群 ヲ詮 明 シタ、

24%ノ ・廣 汎 ニ亙 ルレ治 癒 肺 結 核 がア ルレ｡残 リ ノ6%ノ ・

活 動 性 骨 攣 化 ト共 ニ活 動 性 肺 所 見 ヲ 有 ス ルレ｡コ レ等

最 後 ノ30%(24+6)ノ 例 ニ就 テ ノ・二 様 ノ 可 能 性 ガ"考

ヘ ラ レルレ、 帥 チ1ツ ノ・骨 結 核 ノ・治 癒 結 核 ニ 直接 關係

ヲ有 ス ルレカ、 他 ノ・骨 二封 シテ ノ再 感 染 デア ルレカ ノ コ

レデ ア ルレ｡是 等 最 後 ノ問 題 ノ・爾 ホ 多 数 ノ臨妹 的 材 料

ニ就 テ ノ・ジメ テ 翫 明 サ ルレベ キ デ アルレ｡荷 ホ活 動 性 肺
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結 核 活 動性 骨結 核 トが 合 併 シテ ヰ ルレ6%デ ノ・産 褥 其

ノ他 ノ疾 患 的 因 子 ノ影響 ガ 有 ルレコ トガ 誰 明 セ ラ レルレ

ト云 フ テ ヰ ルレ｡(佐 々抄)

結 核 性 病 機 ル組 総 登 生 論 ル問 題 二就 テ

VSiT.Pagel(Heidelberg)二ZurFrageder

Histogenesetuberkul6serProzesse.

本 論 文 ノ・本 誌Bd.58,H.5ニ 同 ジ標 題 ノ下 ニ述 ベ ラ

レ タルレHuebschmannノ 所 論 ニi封ス ルレ駁 論 ニ シテ、

著 者 ノ・結 核 組 織 登 生 論 上 ノ 所 謂 二 元 論 ニ 立 脚 ス ルレモ

ノ ナ ルレコ トヲ明言 シ、Huebschmannガ 炎症 論 上 結 核

性 炎 症 ノ・滲 出性 二始 マ リ、 増殖 性 ヲ 呈 ス ルレモ ノ ニ於

テ モ滲 出性 反 磨 ニ後 績 シテ 起 レルレモ ノナ リ ト圭 張 ス

ルレニ野 シ、 之 レ ヲ 詮 糠 ナ キ モ ノ トナ シ、 始 メ コ リ墳

殖 性 反 鷹 ヲ 呈 ス ルレモ ノ ナ リ ト主 張 セ リ｡Page1ノ ・滲

出性 炎 症 トル・周 知 ノ血液 成 分 ノ 滲潤 ヲ必 然 的 ニ要 求

ス ルレモ ノナ リ トシ、Huebschmannノ 結 核性 炎症 ノ・

Alterativ,exsudativ,verkasend,proliferativニ 経 過

ス トノ考 ヘ ノ・組 織 學 的 煩 鎮哲 學 ナ リ トサ へ 云 ヘ リ｡

…欠 ノHuebschmannノ 再 駁 参 照｡抄 者 日 ク、Huebs・

cbmannトPage1ト ノ・全然 立 場 ヲ異 ニセ ルレモ ノニ シ

テ、 此 組織 曇 生論 上 ノー元 及 ピニ元 論 ノ論 孚 ・・今 後

モ倫 ホ纏 績 セ ラルレ可 シ｡(岡 抄)

結 核 性病 機 ノ組 織 獲 生 論 ル問題 二就 テ

P.Huebschmann(Dtiseldorf):ZurFrage

derHistogenesetuberku16serProzesse.

前 項 ノPagelノ 駁 論 ヲ 更 ニ 反駁 セ ルレモ ノニ シテ、

Page1ガ"從 來 諸 書 ニ 駿 表 セ ルレ所 、 其 言 一貫 セ ザ ルレモ

ノ ア ル ヲ例 示 シ、 其 學 者 トシテ ノ責 任 観 念 ニ 乏 シキ

モ ノア ルレヲ 指 摘 セ リ｡且 ツ漿 膜 結 核 症 ニ 加 ヘ ラ レタ

ルレ駁 論 ノ如 キ ノ・全 然 其 言 不 可 解 、 否無 意 義 ナ リ トシ、

Pagelノ ・同 時 ニ歴 史 家 ナ ルレガ故 ニ著 者及 ビ 其 共 同作

業 者 等 ガ 年 來 獲 表 シ來 レルレ所 ノ モ ノ ヲ熟績 シ、 明 確

ニ理 解 セ ザルレ可 カ ラズ ト教 へ、 歴 史 家 トシテPage1

ノ誼 書 ガ粗雑 ニ シテ、 自家 ノ 先 入 圭 ニ 騙 ラルレ ・不 當

ヲ注 意 セ リ｡此 論 孚 ノ・Huebschmann著Pathologi-

scheAnatomiederTuberkuloseトHenkeu.Luba・

rsch編 ノHandbuch中HenkeトPage1ト ノ共 …著

ナ ルレ肺結 核 症 ノ 部 ト ヲ参 照 シ且 ツ 前 項 ニ記 セ ルレ本 誌

五 十 八 巻 ノHuebschmannノ 論 文 ヲ讃 ム時 ノ・此 論 孚

ガ些 少 力感 情 的 ナ ルレモ ノ ヲ含 メ ルレヲ観 取 シ得 可 シ｡

(岡 抄)

非 定 型 的 組 織 學 的造 構 ヲ有 ス ル結 核 性 初
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感 原 叢 竈

MaxPinner(Detroit,u.s.A):Eintuber-

ku】6serPrim5rherdmitatypischerhistolo-

gischerStruktur.

結 核 性 膿 膜 炎 ニ テ死 亡 セ ルレ42歳 ノ黒 人 ノ剖 検 所 見 ニ

得 タ ルレ、 非 定 型 的 初感 原 獲 竈 ノ1例 報 告 ナ リ｡一 般

ニ結 核 性 鵬 膜 炎 ニ際 シ テ 見 ラルレ ・ガ如 ク本 例 ニ於 テ

モ、 脾 、 腎 、 肝 、 後 腹 膜 窟 淋 巴腺 等 ニ 粟 粒結 核症 ヲ

見 タ ルレモ、 肺 及 ビ 肺 門 蛇 ニ 從 隔蜜 淋 巴 腺 ニ ノ・治 癒 セ

ルレ初 期 攣 化 群 以 外 ニ結 核 竈 ヲ 見 ザ リシ ト云 フ｡初 感

原 獲 竈 ノ・右 上 葉 下 部 外 側 肋 膜 下2粍 ニ在 リ｡3粍 ノ

直径 ヲ有 セ ルレ 白色 結 節 ニ シテ被 嚢 形 成 、 周 園 組 織 ノ

状況 ・・從來 ノ 所 見 ニー 致 セ ルレモ、 内 部 ・・全 ク肺 炎 ノ

肉攣 ヨ リ成 リ、 其 被 嚢 ノー 部 ニ骨 組 織 形 成 ヲ 見 タ リ

ト云 フ｡淋 巴 腺 竈 ノ・局所 淋 巴 腺 ニ在 リテ 粟 粒 大 石 灰

化 竈 ナ リ シ ト云 フ｡(岡 抄)

一 次 性 及 二 次 性 學 齢 免童 結 核 卜因 果 關 係

ニ アル腔 温 二就 テ

Dr.KuTtNUssel(Waldheim,LVA.Rh.):

OberK6rpertemperatuTeninihremkausa-

lenZusammenhangemitderLungentuber・

kulosedesSchu]altersimPrimtir-undSeun-

d5rstadiumunterbeoendererBerticksichti・

gungdesAuswahlverfahrensinderTbc-

heilfUrsorge.

小 學 見 童 が登 熱 シ易 キ コ トノ・周 知 ノ事 柄 デ ア ルレ、 但

シコ レ ト結 核感 染 トノ 因果 關 係 ニ 就 テ ノ・今 日爾 ホ充

分 ノ訊 明 ガ ナ イ｡一 般 ニ非 特 異性 登 熱 ガ 結 核 ト原 因

的 關 係 ア リ トセ ラ レテ ヰ テ、 而 モ コ ノ假定 ノ 下 ニ診

断 及 ビ治 療 方 針 が 定 メ ラ レルレノガ普 通 デ アルレ、 故 ニ

小 見 獲熱 ニ 關 ス ルレ正 鵠 ナ ルレ列 噺 ヲ 下 ス コ トノ・結 核 撲

滅 ニ樹 シテ社 會 衛 生學 上 カ ラモ 最 モ 必 要 ナ ルレ鮎 デ ア

ルレ、 今 各 學 者 ノ本 問 題 ニ關 ス ルレ所 見 ヲ ウ カガ フニ 多

ク ノ・小 見 登 熱 ト結 核 ト・・直 チ ニ 關 係 ア リ トノ・シテ ヰ

ナ イ ヤ ウデ ア ルレ｡著 者 ノ・爾 ホ コ ノ關 係 ヲ 臨 林 的材 料

ニテ確 定 セ ン ガ"タメ ニ1256人 ノ結 核 見童(男613人 、

女643人)ニ 就 テ詳 細 ナ ルレ観 察 ヲ行 ツ テ、1、初 期 ニ於

ケ ルレ盟 温 ニ就 テ｡皿 、二 次 的 氣 管 枝 腺 結 核 ノ 膿 温 ニ就

テ｡皿 、二 次 的 渡 潤 ト膿 温 ニ 就 テ ノ三 項 ニ分 ケ テ詳 述

シテ ヰ ルレ、 今 結 論 ヲ抄 ス レバ次 ノ通 リデ ア ルレ｡小 學

見 童 ノ肺 結 核 ノ 第1期 及 ビ第2期 ニ於 テノ・、 タ トへ

夫 レ ガ 活 動 性 デ ア ツ テ モ 鵬 温 動 揺 其 ノ モ ノ・・、X線
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診 噺 及 ビ 他 ノ 臨 林 的 診噺 法 ニ比 ス レバ、 其 ノ診 断 的

債 値 ノ・問 題 ニ ナ ラ ナ イ｡小 見 結 核 デ ノ・急 性 期 ヲ除 キ

第1期 ニ於 テ モ 第2期 ニ 於 テ モ 無 熱 ニ経 過 ス ルレモ ノ

デ ア ルレ｡胎 温 上昇 ノ大 多 数 が 非 待 異 性 ノ性 質 ノ モ ノ

デ アルレ トノ・多 ク ノ學 者 ノ説 が一 致 シテ ヰ ルレ所 デ ア ルレ｡

此 ノ事 實 ハ 診 斯 ノ改 善及 ビ 治 療 費 ノ輕 減 等 ニ關 シ實

際 上 竜義 深 キモ ノ ト思 ハ ルレ｡(佐 々抄)

小 見 結 核 ル死 亡 率 ル減退 ル原 因

J.Weissfeiler:DieUrsachendesRUck・

gangesderTuberkulose-sterblichkeit

derKinder.

近 年 フ ラ ンス ニ於 テCalmetteがBCG豫 防接 種 ヲ

試 ミテ小 見 ノ 結 核 死 亡率 ノ遽 減 ヲ 唱 道 セ ルレニ封 シ、

著 者 ・・之 レ ヲ行 ・・ザ ルレ 掲逸 ニ 於 テ モ 同様 ナ ルレ降 下 ヲ

観 察 シ、 其 原 因 ノ奈 邊 ニ 存 ス ルレヵ ヲ求 メ ム トセ リ｡

1S80年 ヨ リ1926年 ニ亙 ルレ間 ノ全 死亡 数 、結 核 死亡 殿、

婦 人 死 亡 藪 、 出 産 倣 減 少 ヲ観 察 シ、 出産 倣 減 少 ト小

見 結 核 死 亡 減 少 ト ノ 相 關 係 数 ヲ求 メ シニ、r=0.89

±0.06Sナ ルレ撒 字 ヲ 得 タ リ｡e .Pチ 小 見 結 核 死 亡 ノ降

下 ハ豫 防 接 種 ノ有 無 ニ關 セ ズ｡出 産 敷 ノ減 少 ト甚 ダ

密 接 ナルレ相 關 ヲ有 セ ルレコ トヲ 明 カ ニセ リ｡同 標 ニ シ

テ嬬 人 ノ死 亡 減 少 モ 亦 全 ク 同標 ノ 關 係 ニ在 ルレコ トヲ

述 ベ タ リ｡

原 登 性 肺 放 線 状 菌 症 二就 テ

Th.Plieninger(Luitpold):Vberprim5re

Lungenaktinomykose.

9歳9ケ 月 ノ 女 見 ニ経 験 セ ルレ、Israe1氏 ノ第3期 痩

孔 期 ニ城 見 セ ルレ肺放 線 状 菌 症 ノ臨 脈 的1例 報 告 ナ リ｡

本 症 ノ・診 断 確 定 前 、3ケ 月 及 ビ1ケ 月 ノ 「レ ン トゲ ン」

爲 眞 ア リテ、 氣 管 枝 炎 或 ・・化 膿性 肺 炎 ノ 病 名 ノ下 ニ

治 療 ヲ受 ク｡ピ ルレケ氏 反 晦 陰性｡濾 胞 性 「ア ンギー ナ 」

ノ症 状 ニ テ 登 病 シ、 漸 次 虚 弱 トナ リ、3ケ 月 後 ニ氣

管 枝 炎 ヲ 來 ン、5ケ 月後 ニ右 肺 門 影 上 牛 ヨ リ右 肺 上

野 ニ拙 マ レルレ、 恰 モ所 謂 肺 門 周 園 浸 潤 ノ如 キ1レ ン ト

ゲ ン」陰 影 ヲ現 ・・シ、7ケ 月後 ニ ノ・之 レ が下 牛部 ニ披

マ リ陰 影 ノ・右 肺 野 ノ 内 側 牛 部 ヲ 占 ム｡8ケ 月 ニ至 リ

肋 膜 炎 ヲ惹 起 セ リ｡登 病5ケ 月 ニ シテ 右 胸 前 面 鎮 骨

下 内 側 ニ皮 膚 膿 瘍 ヲ生 ジ、 漸 次 下方 ニ振 マ レ リ｡i運

命 ニ就 テ ノ記 載 ナ シ｡(岡 抄)

大 學 範 園 内 二於 ケ ル結 核 救 護 所 ル任 務

J.E.Kayser-Petersen〈Jena):DieAufga-

beneinerTuberkulose-FUrsorgestelleim

録 【第10巻

RahmenderUniversitat.

本 論 文 ノ・著 者 ガ"Jena大 學 ノPrivatdozentト シテ ノ

公 開就 任演 説 ニ シ テ、 結 核 救 護 所 ヲ大 學 ニ 設 置 ス ルレ

ニ就 テ、 其 任 務 ト各 醤 學 分科 ト ノ關 係 ヲ説 キ、 其 設

立 ノ・新 タナ ルレ分 科 ヲ 分 離 ス ルレモ ノニ 非 ズ シテ、 現 今

分 離 隔 絶 セルレ各 分科 ヲ 綜 合 結 束 ス ルレ境 界 領 域 トナ ルレ

機 關 ナ ルレコ トヲ説 明 セ リ｡何 故 ナ ラバ 救 護 所 ノ 取 扱

フ トコ ロ ノモ ノノ・結 核症 ヲ 臓 器 ノ病 症 トシテ観 察 ス

ルレニ非 ズ シテ、 全 身 ノ疾 病 トシテ観 ルレ｡故 ニ 内外 科 、

小 兄 科 、 整 形 外 科 、 耳 鼻 咽 喉 科 、 泌 尿 器 科 共 他 ヲ包

含 セ ザ ルレ可 ヵ ラ ズ.ヌ,嘗 テBraeuningガ'説 ケ ルレ如 ク、

救 護所 ニテ ・・生物 學 的 軍 位 ヲ疾 患 臓 器或 ノ・一 患 者 ニ

置 ク ニ非 ズ シ テ、 一 家 族 ニ置 ク｡叉 時 間 的 畢 位 ヲ 患

者 が療 養 」又 ハ診療 ヲ 求 ム ル時 間 ニ 探 ル ニ非 ズ シテ、

家 族 ノ世 代 ニ観 察 ス｡故 ニ肚曾 讐 學 、 保 瞼 験 學 ト極

メ テ密 接 ナ ルレ交 渉 ヲ有 ス｡從 來 縦 ニ歴 史 的 ニ 分 離 シ

來 レ ルレ各 留學 分科 ヲ、 横 ニ連 結 ス ルレ作 業 ヲ ナス モ ノ

ナ リ ト述 ベ タ リ｡(岡 抄)

肺 結 核 症 二於 ケ ル沈 隆 商

G.LutzundW.Wahl(Stuttgartu.Wild-

bad):DerSenkungsquotient(S.Q)bei

Lungentuberkulose.

嚢 ニ雑 誌Tuberkulose,1926,jg.6,N.15,s.23S-242

ニ於 テ、 著 者 等 ノ・其 考按 ニ成 ルレ沈 降 商 ノ臨 肱 的 償 値

ヲ紹 介 圭 唱 セ リ｡其 方 式 ・・Westergreen氏 ノ器 具 ヲ

用 ヒテ、 型 ノ如 ク 計測 セルレ第1時 間 ノ沈 降 数 字 ヲa

トシ・ 第2醐 ヲbト セ バSQ・-b皇
aヲ 以 テ 現

ハ サ ルレ｡而 シテ此 商 ガ1ヨ リ少 ナ ルレ場 合 ノ・良 好 ニ シ

テ、1ヨ リ大 ナルレ・・不 良 、1ニ 等 シキ ハ動 癌 ア ルレモ

ノ トセ リ｡但 シ2時 間 ノ速 度10以 内 ナ ルレ正 常 域 及 ビ

Kachexieノ 状 態 ノ モ ノニ テ ノ・通 用 シ難 シ｡本 報 告 二

於 テ ノ・Katz氏 ノ中間 値 ト比 鮫 シ其 ノ臨 腺 的 債値 ノ
a+b12優

レタ ルレヲ 述 ベ タ リ(Katz氏 中間 値m=)｡2

第 一 報 告以 後 ノ 数 年 間 ニ得 タ ルレ成績 中584例 ノ頁好

ナ ル モ ノ ヲ引例 セ リ｡此 内 ノ184例 ノ・毎 常2時 間値

10粍 ヲ超 エ ザ リシモ ノ ニ シテ、 是 等 ・・何 レモ治癒 セ

リ｡400例 ノ・毎 常1以 下 ノ沈 降 商 ヲ 示 セ ルレモ ノ ニ シ

テ、 結 果 良 好 ナ リ｡帥 チ 日 ク、 本 法 ヲ 以 テ セバ豫 後

ノ推 測 ヲ得 シ ム可 ク、 商1ヨ リ常 ニ 小 ナ ルレノ・豫 後 良

好 ニ シテ、 病 竈 ノ 振 が リニ關 セ ズ、 毎 常1ヨ リ大 ナ

ルレハ望 ミナ シ｡(岡 抄)

増 殖 型 肺 結 核 症 二隈 ス ル 「サ 月 ク リ シ ン」療 法
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B.Papanikolau(Athen):DieSanocrysin-

behandlungbeiderproduktivenFormder

LungentuberkuHose.

著 者 ノ・「サ ノ ク リジ ン」ニ菌 溶 解 作 用 ナ キ コ トヲ確 カ

メ タ ル モ、 刺 戟療 法 トシテ、 他 ノ衛 生 及 ビ 食 餌 療 法

ニテ 敷 ナ カ リ シ、 慢 性 増殖 性 肺 結 核 症11例 ヲ選 ビ

テ、 本 療 法 ヲ 試 ミタ リ｡0.05瓦 ニ始 メ、S日 間 隔 ニ

テ漸 次 増 量(反 慮 ヲ考 慮 シツ ・・)シ テ、3ケ 月 間 ニ4一

5瓦 ニ達 セ シメ、2年 牛 観 察 セ リ｡結 果 不 良2例 、良

4例 、 甚 良5例 ナ リ｡之 レ ニ ヨ リテ 著 者 ・・本 剤 ・・適

磨 症 ヲ選 ブbキ ノ・在 來 ノ 化 學 療 法 齊ij中最 モ 優 秀 ナ ルレ

モ ノ ニ シ テ刺 戟 剤 ト シテ 結 核竈 ニ 直接 作用 ス ト考 ヘ

ク リ｡適 鷹 症 ノ・慢 性 屠 殖 性 肺 結 核 症 ニ シテ、 禁 忌症

ノ・滲 出性 肺 結 核症 及 ビ 腸 結 核 症 ヲ合 併 セ ルレモ ノナ リ

ト蓮 ベ タ リ｡(岡 抄1

TheAmericanReviewofTuberculosis,Vo1,XXIV,No.6,December,1931.

棄 管枝 援 張 症 及 ビ肺 膿 瘍 ノ竃 管鏡 的 治療

LuisH.Clerf:Thebronchoscopictreat・

mentofbronchiectasisandIungabscess.

肺 膿 瘍172例 中70%ノ ・手術 後 ニ起 ッタ モ ノデ扁 桃 腺

摘 出及 ビロ腔 手術 ガ咽 トナ ッ タ ノノ・62%ヲ 示 シ モ シ

吸入 が原 因 ト考 ヘ ラ ルレ・場 合 ニ ノ・早 期 治 療 ノ 目的 ヲ

以 テ氣 管 枝 鏡槍 査 ヲ行 フベ キ デ ア ルレ｡要 之 、肺 膿 瘍

ノ治 療 ニ當 リ排膿 管 ノ 障 碍 ニ ョツ テ 起 ルレコ ト明 カナ

トキル・保 存 療 法 ノー 部 トシテ氣 管枝 鏡 法 ヲ 考 慮 ス ベ

キモ ノデ ア ルレ｡片 方 ニ氣 管 枝 搬 張症 が アルレ場 合 ニ ・・

氣 管 枝 末病 竈 ヲ 塵 置 ス ルレタ メ ニ敢 テ 診 断 的氣 管枝 検

鏡 ヲナ ス ベ キデ ァルレ｡コ ノ事 ノ・.特ニ 外 科 的 治 療 ヲナ

ス場 合 ニ重 要 デア ルレ｡モ シ成 人 ニ雨 側 ノ 氣 管 枝 振 張

症 ガ ア ルレ場 合 ニノ・氣 管 枝 検 鏡 ノ・内 科 的 ノ 目 的 ニ叶 ヒ

ソ ノ利 盆 ノ・一時 性 デ アルレ｡幼 見 ニ於 テ ノ・他 ノ適 當 ノ

治 療 法 ヲ 併 用 セ バ氣 管 枝 鏡 検 査 ノ 卓 数 ヲ示 ス 事 が屡

くア ルレ｡(寺 尾 抄)

気 管枝 鑛 張 症 及 ビ肺 膿 瘍 ノ外 科 的治 療

StuartW.Harrington:Thesurgicaltreat-

mentofbronchiectasisandlungabscess.

肺 ノ牝 膿 ・・常 ニ進 行 的 デ アルレ｡外 科 的治 療 ・・デ キ ルレ

ダケ保 存 的 デ 有 数 ナ ルレ治 療 法 デ ア ルレ｡最 普 通 ノ手 術

的 方 法 ハ 人 工 氣 胸 、 横 隔 膜 神 経 切1斯、 外 科 的 肺 萎 縮

及 ビ部 分 的肺 切 除 デ ア ルレ｡手 術 型 ハ 疾 病 ノ維 過 ノ時

機 、 病 竈 ノ位 置及 ビ廣 サ 及 ビ患 者 ノ 全 均 状 態 如 何 ニ

關 ス ルレ｡大 多 数 ノ例 デノ・症 状 治癒 ニ有 数 ナルレタ メ ー

ハ種 々 ノ手 術 ヲ 併 用 ス ルレ事 ヲ要 ス ルレ｡著 者 ノ行 ツ タ

111例 ニ就 テ ノ手 術 敷 果 ヲ見 ルレニ10(9%)ノ ・死 亡、

64(66%)・ ・治 癒 或 ノ・50-90%ノ ・症 朕 輕 快 、16(17%)

ノ・不治｡肺 感 染5例 ノ・悪 性 病 竈 ノ ク メ2例 ・・Acti-

nomycoseデ アッ ク ガSepsisヲ 防 ギタ ルレタ メ ニ症 状

ノ・・一時 輕 快 シタ｡(寺 尾抄1

薫 管 枝 鑛 張 症 及 ビ肺 膿 瘍 ノ病 理 學

B.S.Kline:Thepathologyofbron・

chiectasisandIungabscess.

氣 管枝 摘 張症 ハ 氣 管枝 壁 ノ筋 又 ノ・彊 力組 織 ノ鉄 損 ヌ,

ノ・破 壌 ニ ヨ ツ テ 起 ル モ ノ デ 先 天 性 ト後 天 性 トア リ｡

後 者 ノ・第1、 氣 管枝 壁 内 ノ攣 化 ニ ヨ ルレモ ノ ト第2、 氣

管枝 壁 外 ノ攣 化 ニ ヨ ルレモ ノ トア リリ｡肺 ノ膿 瘍 トノ・化

膿 菌 ニ ヨルレ肺 化 膿 ノ部 分 ヲ 云 ヒ 普 通葡 萄状 菌 が ソノ

因 ヲナス｡之 ・・均 膿 ノ 他部 ヨ リ血 流 ニ ヨ リテ來 ルレモ

ノ トロ腔 ヨ リ吸入 サ レルレ場 合 トア リ｡稀 ニ ハ 隣 接 部

叉 ル・陳 藩癒 傷 ヨ リ來 レルレ事 ア リ｡肺 壌 疽 ・・灰 色 化膿

ヲ來 シ叉 ハ汚 染 、 褐 色 叉 ハ 線 色 ニ シテ侵 徹性 悪臭 ヲ

登 ス ル モ ノア リ｡中 ニspirochaetes,fusiformbacil正i,

vibriosヲ 有 シロ腔 .叉ノ・上 氣 道 ノ病 竈 吸 入 叉 ノ・異 物 吸

入 等 ヨ リ起 ルレ｡Arsphenamines療 法 デ著 敏 ア ルレコ ト

ア リ｡肺 膿 瘍 叉 ノ・壊 疽 ハ手 術 後 ニ ロ腔 内 ノ菌 ヲ吸 入

シテ起 ルレモ ノ ナ ルレコ トノ・近 時 注 目 ス ベ キ 問 題 トナ リ

ッ 、ア ルレ｡(寺 尾 抄)

胸 廓 外 科 領 域 内 ノ肋 膜 腔 外 「パ ラ フィン」充 填 法

W.L.Rogers:ExtrapleuralparaMnfilling

inthoracicsurgery,,ParaMnPlombierung"

著 者 ノ見解 ニ ヨ レバ肋 膜 腔 外肺 萎 縮 ノ・胸 部疾 患 ノ外

科 的療 法 ニ於 テ ノ・當然 一部 門 ヲナ ス ニ至 ツ タ｡コ ノ

方 法 ノ・外 科 療 法 加 味 ニ封 ス ルレ適 旛症 トシテ ア ルレ範 国

マ デ振 ゲ得 ルレ
｡適 磨症 ノ範 園 ヲ モ ツ ト振 ゲ レバ其 数

果 モ大 ニ期 待 デ キ ルレモ ノ デ ア ルレ｡現 在 二於 テ ノ・混 合

ParaMnノ ・歴 迫 ニ用 フルレ最 良 ノ 物 質 デ ア ルレ
｡將 來 ・・

歴 迫 ヲ縫績 セ ンメヌ,ノ・確 實 ニ吸 牧 サ レ或 ノ・同 化 サ レ

テ繊 維 組 織 内 ニ入 ルレガ如 キ物 質 ガ 登 見 サ レ ルレ可 能 性

ハ ア ルレ・(寺 尾 抄)
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糖 尿 病 卜肺 結 核

AndrewLBanyai:Diabetesandpul・

m)narytuberculosis.

1923年1月1日 以 來5.224人 ノ患 者 中 ソ ノ0.59%ノ ・

糖 尿 病 患 者 デ ァ ツ タ｡Golden,Joslin,Wlldetand

Adams,Fritz,Wendt&Peck,及 ビMurphyノ 例 ヲ

総 合 ス ルレニ8.520入 ノー般 患 者 中糖 尿病 患K一 が 結 核

ニ罹 リタ ルレモ ノノ・2.6%デ 、 帥 チ1920-1929年 間 ノ

北 衆合 衆 國 内 ノ平 均 結 核 罹 病 率 ノ 約3倍 ヲ示 シテ 居

ルレ｡糖 尿病 患 者 ニ合 併 ス ルレ結 核 ノ・緩 徐 ナ ノ ト劇 烈 ナ

ノ トがア ルレ｡糖 尿 病 ヲ合 併 セ ルレ潜 伏結 核 ハ 屡 く陰 陰

ナ ルレ様 子デ獲 病 ン肺 尖 下又 ノ・肺 門 周 圓 ニ 占 居 ス ルレコ

トが ア ルレ｡氣 管枝 肺 炎 的 像 ヲ呈 シ早 期 ニ ノ・症 候 ナ ク、

物 理 的 所 見 モ ナ イ、 ソノ原 因 ハ(1)病 竈 ノ 性 質 及 ビ

位 置 、(2)Acidosisがallergicreactionヲ 緩 和 シ.叉

ノ・鎭 踵 シヤ ス イ ト 云 フ事 實 、(3)老 年 一 於 テ ノ・結 核

症 候 が屡 く目立 タナ ク 且 ツ 物 理 的 症 候 が 年 船 上 ノ影

響 ニ ヨ リ決 定 シ難 イ事 等 ニア ルレ｡

呼 吸 器 又 ノ・腱 質 上 ノ症 状 又 ・・徴 候 が ア リ或 ハ 糖 尿病

ニi封シテ ノ・十 分 養 生 シテ 居 ルレノ ニ患 昔 ノ・両 ホ十 分 ニ

仕 事 が デ キ ナ イ時 ナ ド ニノ・實 膿 罵 翼 デ 肺 結 咳 ノ有 無

ヲ決 定 ス ベ キ デ ア ルレ｡肺 結核 が充 進 セバ 症 候 ノ・判 然

トシテ物 理 的 徴候 ノ・容 易 ニ確 定 デ キ ルレ｡糖 尿 病 者 ノ

正 常 炭 酸 代 謝 ヲ測 定 ス ルレ事 ガ 重 要 デ ア ルレ ト共 ニ 赤 沈

反 磨 試験 モ大 切 デ ア ルレ｡糖 尿病 及 ビ 結 核 ヲ適 當 ニ治

療 セ バ結 核 ノ経 過 ノ・必 ズ ンモ悪 ク ナ イ｡著 者 が31例

ノ肺 結 咳粂 階尿 病 患 者 ヲ治 療 ンタ ルレ成 績 ノ・10ノ ・死、

10ノ・不 攣 、5ノ ・良 墾 、2ノ ・停 止 、4ノ ・明 ニ輕 快 シタ｡

即 チ患 者 ヲ 入 院 セ シメ ルレコ トガ'必 要 デ ア リinsulin

療 法 又 ・・外 科 的療 法 ヲ講 ズルレコ トガ 特 ニ肝 要 デ ア

ルレ｡著 者 ノ・insulinニ ヨ リテ局 所 反 雁ij又ノ・禮 質 的 反雁i

ヲ起 ン ク ル経 験 ナ シ｡外 科 的療 法 ニ 封 ス ルレ適 慮 、 不

適 懸 ノ・非 穂 尿 病 者 ノ夫 ト 同 様 デ、 前記 患 者 中1・ ・人

工 氣 胸 、1ノ ・雨側 人工 氣 胸 ヲ施 シ3ノ ・横 隔 摸神 経 切

除 ヲ行 ッ ク モ ノデ ア ルレ｡1/茅 尾 抄)

糖 尿 病 ヲ合 併 シタ ル肺 結 核 病

HenryBGotten:Pulmonarytuberculosis

complicatingdiabetesmellitus.

肺 結 核 ニ糖 尿 病 ヲ合併 セ ルレモ ノ ノ・重 篤 ナ ルレ條 件 下 ニ

ア ルレ｡曇 病 後 第1年 ニ死 亡 ス ルレモ ノ ハ50%以 上 ニ上

ルレ｡是 等 ノ患 者 ノ・非 糖尿 病 者 ニ比 ス レバ明 ニ抵 抗 力

ノ・低 イ｡然 シ最 モ注意 シテ治 療 セバ21Jチ 三11sulinヲ 使
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用 ス ルレ トカ適 當 ナ榮 養 ヲ 持 績 ス ルレ様 ニ適 當 ナ食 餌 ヲ

ーva取セ バ 多 クノ・健 康 ヲ恢 復 ス ルレコ トガ 出來 ルレ｡

(寺 尾 抄)

肺 疾 患 二於 テ榮 養 問 題 二關 ス ル二 三 考 察

(補 肋 食 糧 ル影 響 二及 ボ ス特 別 参 照)

BurgessGordon&EnShuiTai:Some

considerationsofthenutritionproblemin

pUlmonarydisease(withspecialreference

totheinHuenceofaccessoryfoodsubstances).

1)Caloryi囁 取 が著 ジ ク減 ズルレ ト1-2年 後 ニ ノ・説 示

シ得 ルレ肺 結 核 が 起 ツ テ來 ルレコ トノ・稀 デ ナ イ標 ニ 見 エ

ルレ｡

2)過 榮 養 ヲ掻 ツ タ場 合 ニ ノ・榮 養 不良 ノ場 合 ヨ リノ、感

染 ニ耐 ヘ ルレラ シ イ｡肉 盟 上 ノ隔 離 及 ビ 多量 ノ液 彊 留

保 ・・盟 温 ヲ憂 化 セ ジメ ルレ事 ヲ考 へ 得 ラ ルレ｡

3)補 助 食 餌 品 ノ長期 間 ノ飲 乏 ノ・急 性 呼 吸 器 感 染 及 ビ

登 病 壁 現 ノー 要 素 デ ア リ得 ルレ｡叉 膿 重 が 増 加 シナ イ

原 因 ノー一 ニ モナ リ得 ルレ｡

4)急 性 上 氣 道 ノ感 染 ニ封 シテ 濃厚 肝 油(VitamineA

&Dfractionヲ 供 ス)及 ピ(Brewer)ノ 酵母 混合 物

くVitamineB.及 ピManganeseヲ 含 ム)ヲ 喘 獣患 者

ニ用 フ ルレト補 助 物 質 ノ・肺 疾 患 ノー般 取 扱 上有 盆 デ ア

ルレコ ト ヲ示 ス｡

5)本 研 究 ニ於 テ用 ヰ タ食 餌 が特 ニ肺 ノ病 竈 ノ治 癒 ヲ

示 ス ト云 フ決 定 的 ナ 論 慷 が ナ イ コ ト ヲ決 定 シ得 タ｡

(寺 尾 抄)

結 概 患者 月 ロ 内Vincent菌 感 染

W.F.Drea:Vincents'infectionofthe

mouthintuberculosispatients.

著 者 ノ・口腔 内 ノVincent菌 病 ノ診 断 ト治 療 ヲ概 論 シ

テ結 核 ガ"停止 又 ・・治 療 シク ルレ患 者 ガ●Vincent菌 ノロ

腔 内感 染 ノ結 果 トシテ結 核 ノ反 磨 的 症 候 ヲ 示 ス事 ア

リ且 ツVincent菌 ニ ヨルレ歯槽 感 染 ノ・多 藪 ニア ルレコ ト

ヲ述 ブ｡(寺 尾 秒)

Pawlow氏 燦 件 的 方 法 ニ ヨ ル 結 核 ルMor・

phine中 春 ノ治 療

CharlesRubenstein:Thetreatmentofmor・

phineaddictionintuberculosisbyPawlow's

condit正oningmethod.

著 者 ノ・結 核患 者 ノMorphine中 毒 ヲ起 ンタ ルレモ ノ ニ

Pawlow氏 法 ニ ヨ リテmorphineノ 代 リニ滅 菌 水 ヲ

次 第 ニ代 用 ス ルレ法 ヲ 賓 施 シ2例 ノ 患 者 ニ有 数 デ ア ツ
1
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ク.本 療 法 ・・安 全 デ迅 速 デ ア リ且 ツ 経 験 ニ徴 ス ルレニ

普 通 清 退 シク症 状 ヲ刺 戟 シ 挑 登 ス ルレ様 ナ事 ハ ナ イ｡

(寺 尾抄)

實 強 的 結 核 二封 ス ル光線 作 用 ノ特 異 性

EthelM.Luce-Clausen&StanhopeBayne-

jones:TheSpecificityoflightactionin

experimentaltuberculosis.

著 者 等 ノ・SaTanac人 型 株H37ヲ 腹 腔 内 ニ接 種 シタ

ルレ天 竺 鼠 ニ就 テ 紫 外線 照 射 及 ビ 赤 内線 照 射 ヲ行 ヒ治

癒 殻 果 ヲ試 験 シ タ｡17頭 ヲ毎 日紫 外 線(317-430叫

EO.012gm.Cal/min./cm2)中 ニ15分 間 曝露 シク ルレニ

接種 動物 ・・平 均30日 間 生 存 シタ.18頭 ノ・毎 日赤 内 線

(720-1120tLtL.EO.122gm.Cal/min./cm2>中 二15

分 間 曝露 シク ルレニ平均28日 間 生存 シタ リ｡18頭 ハ霧

眞 暗室 内 ニ於 テ 温 度 ヲー 定 セ シメ タ ルレニ 接 種 動物 ハ

平 均33日 間 生 存 シタ｡カ クテ 實験 的 ニ腹 腔 内接 種 ヲ

行 ヒ重症 結 核 ヲ起 シタ ルレ條 件 下 ニ於 テ 波 長 ヲ 限 定 シ

ク ルレ範 圏 内 デ ・・紫外 線 ノ 特 異 性 治 癒 数 果 ノ・明 白 ニ謹

明 シ得 ナ カ ツ タ｡ノ ミナ ラ ズ赤 外 線 ノ 有 害 的 影響 ノ

可 能性 ヲ暗示 シタ.

正 常 及 ビ結 核 天 竺 鼠 二剴 ス ル環 境 ル影 響

Myrtlegreenfield:Theeffectofenviron・

mentonnormalandtuberculousguineapigs.

正 常 天 竺 鼠 ノ・開放 雀 築 内 ニ 於 テ ハ木 造 ヌ.ハ 硝 子建 物

内 ニ於 ケ ルレヨ リノ・長 ク 生存 スルレ｡開 放 木 造 叉 ノ・硲 子

建 物 内 ニ住 居 シタ ルレ正 常 天 竺 鼠 ノ 子 孫 ノ・生 存 シ且 ツ

生殖 シ得 ルレ｡開 放 建 物 内 ら 住 居 セ ルレ天 竺 鼠 ノ・木 造 ヌ,

ノ・硝子 建 物 内 ニ住 居 セ ルレ者 ヨ リノ・結 核感 染 ニi封 シテ

ノ・抵 抗 力 強 シ｡結 核 感 染 ニ ヨ リ生 存 日数 ノ%ノ 損 失

ノ・開放 建 物 内 ノノ・11.6木 造 建 物 内 ノ ノ・32硝 子 建 物

内 ノ・・24.1ナ リ｡開 放 建 物 内 ニ住 居 セ ルレ結 核 性 ノ天

竺 鼠 ノ子 孫 ・・生 存 シ 繁 殖 シ得 ルレモ 木 造 建.叉 ・・硝 子 建

内 ニ住居 セ ルレ結 核天 竺 鼠 ノ子 孫 ノ・短期 間 生存 シ 得 ルレ

ニ過 ギ ズ｡(寺 尾 抄)

肺結 核 病理 ル解 繹

E.M.MedHar&K.T.Sasano:Aninter・

pretationofthepathologyofpulmonary

tuberculesis.

家 兎 ニ於 ケ ルレ廣 大 ノ肺 結 核 ノ・肺 ノ結 核 膿 瘍 が氣 管枝

内 ニ破 裂 シ コ レラ ノ膿 瘍 内容 ガ 健 康 肺組 織 内 ニ吸 入

サ レテ起 ルレ｡コ ノ事 ・・人 類 ノ肺 内 ニ於 テ廣 範 ナ播 種

状 結 核 が起 ルレ場 合 ニ モ ソ ノ様 ニ見 ヱルレ｡肺 結 核 ノ病
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理 ノ、本 質 的 ニノ・炎 衝浸 潤 及 ビ反 覆 ノ 機 構 デ ア ルレ｡炎

衝 及 ビ反 覆 ノ 根 抵 ニ ヨ リ剣 断 ス ルレニ 複 雑 ナ病 理 ノ、著

ジク軍 純 化 シ且 ヨク容 易 ニ了解 デ キ ルレ｡肺 結 核 ノ 奇

怪 ナ病 理 ヲ記 述 ス ルレニ用 ヒ ラ レタ複 雑 ナ 命 名法 ノ・不

必 要 デ ア リ混 齪 シテ居 ルレ｡結 核 性 病 竈 ニ 關聯 シテ 使

用 ス ルレ時 ニ使 フ,,specific"ト 云 フ語 ノ・生 化 學 的 ニ述

ベ ルレ様 ニ制 限 ス ベ キ デ形 態 學 的 ノ特 異 性 ニ ノ・用 フベ

カ ラザ ルレモ ノデ ア ルレ｡(寺 尾 抄)

實 験 的 急 性 鳥 型 及 ビ牛 型 結 核 二劃 ス ル

Viosterolル 数 果 比 較

TomDouglasSpies&ThomasTipton

Walker:Acomparisonoftheeffectsofvi・

osterolinacuteexperimelitalavianand

bovinetuberculosis

天 竺 鼠 ニ急 性 鳥型 結 核 ヲ 起 シ テ 之 ニ繰 返 シ 大 量 ノ

Viostcrolヲ 與 ヘ テ モ病 竃 内 ニ石 灰 沈 著 ヲ起 ス コ トノ・

少 イ カ叉 ノ・石 灰 含有 量 ヲ 増 加 シナ イ｡或 ハ他 ノア ルレ

器 官 ノ正 常 實 質 内 ニ於 テ モ 同 様 デ ア ルレ｡同 一 要 約 ノ

下 ニ於 テ急 性 牛型 結 核 ヲ起 シタ モ ノ ヨ リノ・前 項 ノ石

灰 貯藏 量 ・・著 シ ク少 量 デ ア ルレ｡(寺 尾抄)

菌 瞳 成 分 ル生 化 學 的 研 究

XV・ 人型 結 核 菌 ルPolysaccharideMB・200

ヲ緩 徐 二 酸 加 水 分解 シ テ得 タ ル モ ル、 化 學

的 及 生 物 學 的髪 化｡

K.L.McAlpine&PeterMasucci:Bioc-

hemicalstudiesofbacterialderivatives:XV.

ChangesintheChemicalandbiological

propertiesofhumantuberclebacilluspoly-

saccharideMB一200producedbymildacid

hydrosis.

人 型 結 核 菌H37ヲLongノ 合 成 培 養 液 中 二獲 育 セ シ

メ テ ソノ濾 液 ヨ リ得 タ ルレpolysaccharideヲ 酸 ヲ以 テ

緩 徐 ニ 加 水 分解 ヲ ナ シ タ ルレモ ノノ・2ツ ノ部 分 ニ分 タ

ルレo

a)酒 精 ニ 可溶 性 ノ部 分 ノ・Combinedmannoseノ 大 量

ヲ有 シ且遊 離 還 元 糖 ヲ 極 少 量 ニ含 有 セ リ｡コ レノ・既

ニ白色 粉末 トシテ 得 プ レ旋 光度 ノ・比較 的 高 クpreci・

pitin債 ノ・低 イ｡

b)酒 情可 溶 性 ノ部 分 ル・arabinoseノ 多量 ト遊 離 還 元

糖 ノ大 量 ヲ含 有 ス ルレ｡之 ノ・輝 黄 色Gumヲ ナ シ旋 光

度 ・・低 クprecipitin債 ・・高 イ｡

人 型 結 核 菌polysaccharideノ 緩 徐酸 加水 分解 ノ 間 二



426 抄

precipitin債 ノ破 壌 サ ル ・事 ノ・polysaccharideヲ 軍

純 糖 ニ裂 開 ス ルレモ ノ コ リモ ソノ度 合 ノ・ヨ リ大 デ ア ルレ｡

(寺 尾 抄)

菌 腔 成 分 月生 化學 的研 究

XVI.Long氏 合 成 培 養 液 上 二襲 育 セ ル人 型

株H371.牛 型 株523ル 襲 育 ニ俘 フニ三 鑑

別 的化 學 的髪 化

PeterMasucci,K.L.McAlpine&JohnT.

Glenn:Biochemicalstudiesofbacterial

derivatives二XVIsomedifferentialchemical

Changesaccompanyingthegrowthofhu・

mantuberclebacillusH37andbovine

tuberculebacillus523grownonLong'ssy・

ntheticmedium.

Longノ 合 成 培 養 液 ニ登 生 シタ ル 人 型 菌(H37)及 牛

型 菌 く523)ノ・人 型 結 核 菌 ヲ 以 テ セ ル 菌 性 血清 ニ反 庶

シ且 沈 降 素 ヲ産 生 ス ルレ物 質 ノmedium中 デ ノ・外 観 的

ノ特 性 ヲ有 ス｡H37ノ 菌 性 血 清 ニ封 ス ルレH37ノ 培

養 濾 液 ノprecipitin債 ・・牛 型 菌 性 血清 ニ封 ス ルレ牛 型

菌 培 養 濾 液 ノ夫 ヨ リモ少 ク モ10倍 ノ強 サ ア リ｡コ ノ

量 的相 異 ・・反 腔物 質tpチpolysaccharideノ 牛 型 菌 培

養 濾 液 ニ於 テ ノ外 親 ガH37ノ 濾 液 中 ノ外 観 ヨ リノ・少

量 デ ノ・ア ルレガ ソノ 外 槻 ニ ヨツ テ來 ルレモ ノ デ ア ラ ウ.

而 シテ牛 型 菌 濾 液 中 ニ混 合 セ ルレ活 性polysaccharide

ノ ヨ リ迅 速 ナ ルレ破 壌 ニ 惰 ルレモ ノデ ア ラ ウ｡是 等 ノ事

ノ・牛 型 菌 培 養 濾 液 中 ノPentoseノ=}1{:ガ 常 ニH37濾 液

中 ニア ルレモ ノ ヨ リモ沙 ク大 略1ノ3シ カナ イ ト云 フ事

箕 ニ ヨツ テ確 メ ラ レルレ｡PentoseradicleガOH37菌

性 血 清 ニ劉 シテ 試験 シタ場 合 ニpolysacchasideニ 活

性 ヲ與 ・・ルレカ ラ コ ノradicleノ 量 白勺測 定 ノ・precipitin

債 ノindexデ アルレ｡牛 型 培 養濾 液 中 ノ凡 テ ノpento・

seが 結 合 シ テ 居 ルレノ デ ノ・ナ ク テ ア ルレモ ノノ・遊 離 ジ

テ居 ルレト云 フ事 實 ガ 剣 ッ テ居 ルレカ ラ 濾 液 中 ノ反 磨 性

物 質 ノ量 ヲ更 ニ還 元 ス ルレ｡モ シ是 等 ノ人 型 株(H37)

及 牛 型 株(523)間 ノ相 異 ガ他 ノ菌 株 ニ就 テ同 様 ニ謹 明

サ レルレナ ラ バ人 型 株 ト牛 型 株 ト ノ鑑 別法 トナ シ得 ベ

シ ト考 ヘ ラ ルレ ・モ ノデ ア ルレ｡(寺 尾抄)

抗 酸 性 菌 ル或 脂 肪 成 分 二關 ス ル論 議

R.J.Anderson:Adiscussionofcertein

fatconstituentsofacid-fastbacteria.

結 核 菌 ノalcoho1ヌ!・ether可 溶 性lipoidノ ・anti・

genト ナ リ、 ソ ノ抗 原 性 ヲ有 ス ルレモ ノノ・phosphatide
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デ ァ ルレ｡實 験 ニ ョ ルレニphosphatides,aceton可 溶 性

脂 肪 及 蝋 ガ動 物 饅 内 ノ 非 正 常 細 胞 登 生 ニ 特 別 ノ刺 戟

ヲ與 ヘ ルレモ ノデ ア ルレ｡而 シテ1ipoidsノ 生物 學 的活 性

ハ ソ ノ中 ニ ア ルレ脂 肪 酸 ニ ヨ ルレ｡部 チ軍 細 胞 上 皮標 細

胞 及 巨大 細 胞 ガ結 核 組織 ヲ 作 ルレノデ ア ルレガ是 等酸 ノ

化 學 的組 成 ノ・未 ダ 不 明 デ ァ ルレ｡病 原 、 非 病 原性 抗

酸 性 菌 カ ラ得 タ凡 テ ノlipoidfractionsノ ・コ レ ヲ新 酸

ノ著 量 ヲ有 シテ居 ルレコ トノ・疑 ナ イ｡過 去4年 間 ニ人、

島、 牛 型結 核 菌timothy菌 及 ビlepra菌 ノ五 株 ニ就

テ試 験 サ レ タ ガ是 等 ニノ・phospbatideノ 含 有 量 ニ著

シイ差 ガ ア ツ テtimothy菌 ノ・人 型 菌 ノ1/ユ0シ カ含 有

サ レテ 居 ナ イ、Pbosphatideノ ・Monoc》 ・tes,epitheloid

cells,giantcellsヲ 刺 戟 ス ル特・性 ガ"アルレラ シ イ｡t、Sa

bin)Doanニ ヨ レバphosphatideノ ・i抗原 性 トpreci・

pitin反 慮 ヲ有 ス ルレ、 而 シテphosphatideノ ・組 織 ヲ破

壌 ス ルレニ役 立 チ 同時 ニ 之 が血 中 ニ遊 離 シ テphospha-

tideノ 水 溶 液 ヲ ナ シテ之 ガ"多少 特 異 的 反 磨 ヲ起 ス ラ

シ イ｡此 後 者 ガ將 來 家 畜 等 ノtuberculin反 磨 ヲ診 ルレ

ノニ代 ルレ モ ノ ト 思 ・・レルレ｡Phosphatideノ 含 量 ト

Vilurenceト 關 係 ア ルレヤ否 ヤノ・不 明 デ ア ルレ｡之 ノ・Ti

mothy菌 ニ含 有 サ ルレ ・ 量 ヲ見 レバ 略 想 像 ハ付 ク｡

L;poidfractionsl:phosphatideヲ 含 ム)ノ 凡 テ ノ・鹸 化

ニ ヨ リ高 分 子 量 ノi新液1伏飽 和 脂 肪 酸 ヲ生 ジ之 ガ"lipoid

ノ生 物 學 的 活 性 ト協 力 ス ルレコ トヲ 登 見 ス ルレノノ・興 味

深 イ事 デ ア ルレ｡是 等 ノ酸 ・・最 初 ノ・人 型 菌 ノphospha.

tideカ ラ分 析 サ レ次 デ他 ノ菌 ノ各lipoidfractionカ

ラ モ得 ラ レタ｡

人 型 菌 ノ1ipoid・ ・少 ク モ3種 ノ酸 カ ラデ キ テ居 ルレ｡

ソノ 内 ノ1ル ・stearicacid/isomerデ ア ツ テ之 ヲ

tuberculostearicacidト 云 フ｡之 ・・光學 的 不 活 性 デ細

胞 刺 戟 性 ガ"ナイ｡光 學 的活 性 ノfractionヨ リノ液状

飽 和 脂 肪 酸 ノ・phthioicacidト 云 ・・レ右 旋 性 デ之 ヲ更

ニ2ツ ノfractionsニ 分 チ得 ルレ｡1ノ ・原 酸 ヨ リモ高 度

ノ右 旋 度 ヲ有 シ他 ノ・左 旋 性 デ ァ ルレ｡是 等 ノ生物 學 的

反 磨 モ全 ク異 ツ テ居 ルレ｡Sabin・ 」ヨ レバ右 旋 性frac-

tionノ ミガ細 胞 刺 戟 性 ヲ有 ス ルレ｡左 旋 性 ノモ ノノ・結

節 ヲ作 ラナ イデ 唯 刺 戟 物 デ ア ルレニ 過 ギ ナ イ｡鳥 、 牛

型 結 核 菌 、t董mothy菌 ヨ リノphosphatidesノ 分析 デ

ノ・液 状 飽 和 脂 肪 酸 ノ著 シイpropOTtionガ ア ルレ、牛 型

菌 及 ビtimothy菌 カ ラ得rタacetone可 溶 性 脂 肪 ニ モ

同様 ナ ルレ酸 ガ アルレ｡是 等 ・・phthioic酸 トノ・analogous

デ ァ ルレガ光 學 的 二不 活 性 デ ア ルレノ ガ異 ルレ｡故 ニ生 物
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學 的反 磨 ノ・異 ルレデ ア ラ ウガ"Sabinニ ヨ レバphthioic

acidト ノ・近 似 シテ居 ルレ｡之 カラ考 ヘ ルレ トtimothy菌

ガ病 原 性 ヲ持 チ得 ル カ モ知 レヌ ト云 フ ノ が興 味 ヲ 引

ク鮎 ダ｡(寺 尾抄)

結 核 菌 ヨ リ得 タ ルPhosphatideル 化學 的 及

ビ生 物 學 的 性 質 二關 ス ル二 三 ル観 察

C.H,Boissevain&C.TeRyder:Some

observationsonchemica1&biologicalpro-

pertiesofthephosphatidefromthetuber-

clebacillus.

Anderson/phosphatideA3ニ 封 ス ルレ指 針 ニ ヨ リ製

シタ」レphosphatideヲ 腹 腔 内 二 注射 ス ルレ時 ノ・天竺 鼠

二結 核 組 織 ヲ形 成 セ シメ皮 内過 敏 症 ガ 現 ノ・レルレ｡抗

酸 性 菌 及 ビ細 菌 性 崩 壌 物 カ ラ蓮 心分 離 ニ ヨ リ ソ ノ

ether溶 液 ノprecipitationl又!・filtrationヲi遊 離 セ

シ ムルレコ トノ・不 可能 デ ア ルレ｡水 中 ニ 浮 游 セルレ細 菌 ヲ

保 持 ス ルレfiltercandleノ ・同 ジ菌 ガ"ether中 ニ浮游 ス

ルレ時之 ヲ通 過 セ ・yメルレ｡菌 及 ビ菌 ノ崩 壌 物 カ ラpho-

sphatideヲ 「ゴ ム」膜 ヲ通 ジ テether溶 液 ノ透 析 法 ニ

ヨ リi遊離 セ シメ ルレコ トヲ得 ルレ｡精 製 シタ ルレphosph

atideノ 腹 腔 内注 射 ル・結 核 組 織 ノ形 成 ヲ來 サ ナ イ｡叉

ノ・皮 内、過敏 症 ヲ現 ノ・サ ナ イ｡Phthioicacidノ 組 織 反

磨 ノ・異 物 反 磨 ノ性 質 デ ア ルレ｡(寺 尾 抄)

結 核性 膿 胸 ル治i療 二關 ス ル委 員會 報 告

Committeereportonthetreatmentoftu・

berculousempyema(LeRoyS.Peters,

PaulRinger,J.J.Singer,E.S、Welles)

米 國各 都 市 ノ 膿 胸 專 門 家 ニ 照 會 シテ得 ク ルレ同 答 ヲ精

査 シ テ得 タルレ結 論 ノ、次 ノ如 シ｡

1)多 ク ノ結 核 性 膿 胸 ノ・治 療 セ ザ ルレヲ最 善 ノ療 法 ト

ス｡2)吸 引 ス ルレノ・高 熱 及 ビ塵 迫 症 状 ヲ緩 解 ス ルレニノ・

良 シイ｡3)吸 引後 ニ藥 液 ヲ使 用 ス ルレ事 ノ・空 氣 置換 法

ノ ミ ヨ リモ モ ツ ト債 値 ア ルレモ ノ ・如 ク ニ 見 ユ｡4)

Gomenol使 用 例 ・・少 イ タ メ ニ 委 員 ト シテ意 見 ヲ述 ベ

ルレ事 ノ・デ キ ナ イ｡5)軍 純 ナルレ結 核 性 ノ膿 胸 が化膿 性

ニ急 攣 シナ イ限 リノ・何 種 ノ排 膿 管使 用 モ 奨 ムベ キ デ

ノ・ナ イ｡

次 ニ化 膿 性 結 核 性 膿 胸 ノ・次 ノ如 ク デ ア ルレ｡

1)コ ノ種 ノ モ ノノ・吸 引 ノ、ミヲス ルレコ トノ・閉塞 叉 ノ・開

放 排 膿 管 施 行 ヨ リモ ヨクナ イ｡2)大 多数 ノ例 ニ於 テ

ハ 閉塞 叉 ノ・開放 排 膿 管 ノ・胸 廓 成 形 術 ニ 導 ク第 一 歩 タ

ルレニ過 ギナ イ｡3)胸 腔 ヲ滅 菌 ス ルレノ 目的 デ藥 物 液 ヲ
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使 用 ス ベ キデ ノ・ア ルレが 特 ニ 何 ガ ヨイ カノ・推 奨 シ得 ナ

イ｡4)開 放 叉 ノ・閉 塞排 膿 管 ヲ装 備 シタ ルレ後 ニDakin

液 叉 ノ・食 盟 水 出 來 得 ルレナ ラバgentian・violetデ 洗 瀞 ス

ルレヲ可 トス｡5)手 術 者 ノ大 多数 ノ・肋 間 排 膿 ノ代 リニ

肋 骨 切 除 ヲ選 ブ｡6)吸 引後 ノ開 放 排 膿 ノ時 機 叉ハ排

膿 後 ノ胸 廓成 形 術 ノ 時機 ニ關 シテノ・個 人 ニ ヨ リテ定

メ ルレノ が ヨ ロ シイ｡(寺 尾抄)

BCGノ 病 原 性(Sasano&Medlar實 験 ノ批 到)

A.Boquet:Thepathogenicpropertiesof

BCG.(Acriticalreviewoftheexperiment

ofSasano&Medlar.)

Am.Rev.Tbc.,1931,XXIII,2ユ5所 載 ノ論 文 内 容 ヲ

追 試 シテSasano&Medlarノ 實 験 成 績 ニ 反封 シ同

氏 等 ノ實 験 的 錯 誤 ヲ指 摘 シタ ルレモ ノ ナ リ｡因 ニSasa-

no&Med正arノ 試 験 ・・外 見上 無 害 ノBCG・ ・家 兎

血 清 ヲ加 ヘ ク ルレmedium中 デ ノ・Virulenceヲ 攣 更 シ

得 ルレ ト云 フ ノデ ア ルレ｡(寺 尾抄)

BCGル 無 害 二封 ス ル現 在 ル知 識

Rudolfkraus:Presentknowledgeofthe

innocuousnessofBCG.

Calmette/BCGガ 出 テ カ ラ 世 界圭 要 國 ニ 於 テ已

ニ人 類 ニ之 ヲ 結 核 登 病 豫 防 剣 トシ テ 接 種 シテ居 ルレガ

ソ ノVirulenceノ ・果 シテ 安 定 的 ノモ ノデ ァ ラ ゥヵ｡

多 ク ノ研 究 ニ ヨ リ報 告 セ ラ レタ トコ ロニ ヨ ルレ ト著 者

ト同意 見 ノ者 ガ多 イ｡即 チBCGノ ・ア ルレ條 件 ノ 下 ニ

於 テ ノ・未 ダ確 定 セ ザ ルレモ ア ルレ程 度 ノ病 原 性 ヲ 有 シテ

居 ルレ ト結 論 セ ザ ルレヲ得 ナ イ｡然 シ ソ ノ病 原 性 ノ・實験

動 物 ニ ゴ リ多少 ノ相 異 ノ・ア ルレ｡ア ルレ時 ノ・天竺 鼠 ニ封

シテ ノ ミ病 原 性 デ ア ルレ(Petroff .Watson,Hutyra,

Kirchner)叉 家 兎 ニ樹 シテ ノ ミ病 原 性 デ ア ルレ｡(Hor・

maeche・Ariztia・Orellana&DelRio) ｡更 ニ天 竺 鼠 、

家 兎 ・牛 ニ封 シテ病 原 性 ヲ有 ス ルレ(Sasano&Medlar)、

或 ノ・家 兎 ニi封 シテ ノ ミ病 原 性 ヲ示 ス(Ariztia,Orell.

ano,DelRio&Garces) ｡Calmetteノ 云 フ トコ ロデ

ノ・是 等 ノ・人 型 菌 が混 ジタ モ ノ ダ トス ルレ
｡然 シ近 時 軍

ニ理 論 的 ノ ミデ ナ ク 實 際 問 題 ト シテ重 要 ニ ナ ツ テ來

タ・BCGノ 攣 化 シ得 ルレコ トノ・カ ノ濁 逸LUbeckノ 大

惨 事 デ モ翻 サ レタ様 ダ.Ltibeckノ!1・ 見 連 カ ラ分 離

シク ルレモ ノ・・天 竺 鼠 ニ封 シテ ノ ミ病 原 性 ヲ 示 シ家 兎

一 ハ之 ガナ カ ッ タ｡Santiagoノ 著 者 ノ研 究 所 二於 テ

BCGヲ12ケ 月 前 ニ接 種 シタ小 見 ノ 肺 及 ビ淋 巴腺 カ

ラ培養 シタ セ ノノ・天 竺 鼠 及 ビ 家 兎 ニi封 シテ 遙 行 性 ノ
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結 核 ヲ起 シ タ(Ariztia,Orellana&DelRio)｡而 モ

本 菌 ノ50mgヲ 以 テ 牛 ニ注 射 シタ ガ3ケ 月 後 ニ結 核

形 成 ヲ詮 明 シ得 ナ カツ タ モ ノデ アルレ｡但 シ現 時 ノ分

類 法 ニ ヨ ルレ牛 型 結 核 菌 ニ ノ・一 致 シナ カ ッタ｡本 問 題

ノ決 定 ノ・最 モ 重 要 ナ ルレモ ノデ 國 際 聯 盟 衛 生 委 員 會 ノ

協 力 ヲ得 テ 決 定 的 ニ ソ ノ 無 害 ナ ルレヤ否 ヤ ヲ定 メ ルレ必

要 アルレモ ノ ト思惟 ス ルレ｡(寺 尾 抄)




